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芥
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と
室
生
犀
星 
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媛
媛 
  
周
知
の
よ
う
に
芥
川
龍
之
介
と
室
生
犀
星
は
親
友
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
二
人
の
関
係
に
つ
い
て
は
様
々
に
語
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
二
次
資
料
に
は
不
正
確
な
情
報
が
多
々
あ
る
。
例
え
ば
重
要
な
点
に
、
犀
星
の
『
愛
の
詩
集
１
』
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
と
し
て
書
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
芥
川
の
詩
「
愛
の
詩
集
２
」
が
実
は
そ
れ
以
前
に
芥
川
が
受
け
取
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
『
第
二
愛
の
詩
集
３
』
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
で
あ
っ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
稿
者
は
す
で
に
国
際
芥
川
龍
之
介
学
会
で
発
表
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
特
に
金
沢
・
富
山
と
関
わ
る
点
に
注
目
し
て
芥
川
と
犀
星
の
伝
記
的
事
実
に
つ
い
て
再
検
討
し
て
み
た
い
。 
一
、
金
沢
「
再
訪
」 
 
一
九
二
四
年
の
関
東
大
震
災
の
際
に
犀
星
は
故
郷
の
金
沢
に
引
き
揚
げ
る
。
芥
川
は
数
ヶ
月
後
に
金
沢
の
犀
星
の
も
と
を
訪
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
多
く
の
資
料
に
は
、
こ
れ
が
芥
川
の
二
度
目
の
金
沢
訪
問
で
あ
る
と
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
金
沢
の
初
め
て
の
訪
問
は
一
九
一
九
年
八
月
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
資
料
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。（
傍
線
は
孫
に
よ
る
。
以
下
も
す
べ
て
同
じ
） 
 
石
川
県
加
賀
平
野
中
央
に
あ
る
市
。（
中
略
）
芥
川
は
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
八
月
中
旬
に
、
十
日
間
金
沢
に
滞
在
し
た
。
ま
た
、
大
正
一
三
（
一
九
二
四
）
年
五
月
一
五
日
か
ら
一
週
間
、
震
災
で
金
沢
に
帰
郷
し
て
い
た
室
生
犀
星
の
も
と
に
遊
び
、
俳
人
桂
井
未
翁
の
世
話
で
兼
六
公
園
内
の
三
芳
庵
別
荘
に
泊
ま
っ
た
。（
中
略
）
こ
の
と
き
の
こ
と
は
犀
星
の
『
金
沢
に
於
け
る
芥
川
龍
之
介
氏
』（『
文
庫
』
昭
和
四
・
一
〇
）
に
も
書
か
れ
て
い
る
。
４ 
  
大
正
一
三
年
五
月
一
五
日
～
二
五
日
室
生
犀
星
の
郷
里
金
沢
に
旅
行
。
大
阪
、
京
都
を
回
り
山
科
に
志
賀
直
哉
を
訪
ね
て
帰
京
し
た
。
大
正
八
年
八
月
に
次
ぐ
二
度
目
の
金
沢
行
で
あ
っ
た
。
５ 
  
 
芥
川
龍
之
介
は
小
説
執
筆
等
の
た
め
大
正
八
年
八
月
金
沢
に
来
て
十
余
日
滞
在
し
て
い
る
が
、
二
回
目
の
来
沢
は
大
正
十
三
年
五
月
十
六
日
の
朝
で
あ
る
。
６ 
  
 
大
正
十
三
年
五
月
十
六
日
、
芥
川
龍
之
介
が
二
度
目
の
金
沢
入
り
を
し
た
時
三
芳
庵
に
四
日
間
滞
在
し
た
が
、
犀
星
は
未
翁
、
満
花
城
と
は
常
に
龍
之
介
の
身
辺
に
在
っ
て
い
ろ
い
ろ
と
話
し
合
っ
た
ら
し
く
、
そ
の
後
犀
星
が
龍
之
介
に
宛
た
書
簡
に
「
南
圃
句
集
は
小
生
と
満
花
城
と
が
三
十
円
づ
つ
百
部
の
予
約
を
取
り
て
万
端
ぬ
か
ら
ぬ
つ
も
り
な
れ
ば
二
月
頃
に
序
文
た
の
み
い
た
し
候
」
と
述
べ
て
い
る
の
を
み
て
も
、
そ
の
時
の
睦
ま
じ
い
語
ら
い
の
一
端
を
覗
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
７ 
  
野
村
満
花
城
は
城
端
出
身
の
俳
人
・
茶
人
で
、
芥
川
龍
之
介
が
金
沢
を
再
訪
し
た
と
き
室
生
犀
星
と
と
も
に
案
内
人
を
務
め
、
芥
川
の
河
童
画
を
所
蔵
し
た
人
物
で
あ
る
。
８ 
  
し
か
し
、
芥
川
は
本
当
に
以
上
の
資
料
の
よ
う
に
一
九
一
九
年
八
月
石
川
県
の
金
沢
に
訪
問
し
て
お
り
、
一
九
二
四
年
の
訪
問
は
二
度
目
で
あ
っ
た
の
か
。
一
九
一
九
年
八
月
の
芥
川
の
友
人
宛
書
簡
９
を
見
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
確
認
で
き
る
。 
 
五
月
二
十
五
日
発
行
）『
森
鴎
外
全
集 
第
一
巻
』（
鴎
外
全
集
刊
行
会
）
に
よ
る
。 
13 
 
「
林
忠
正
氏
の
演
説
」
初
出
は
「
し
が
ら
み
草
紙
」
第
八
号
（
明
治
二
十
三
年
五
月
二
十
五
日
発
行
）『
森
鴎
外
全
集 
第
一
巻
』（
鴎
外
全
集
刊
行
会
）
に
よ
る
。 
 
-13-
8  
月
8  
日 
和
気
律
次
郎 
田
端
か
ら 
（
葉
書
）〔
転
載
〕 
（
中
略
） 
 
二
伸 
明
日
又
三
浦
半
島
の
方
へ
出
か
け
ま
す
。 
 
8  
月
15  
日 
秦
豊
吉 
相
州
金
沢
か
ら 
 
8  
月
23  
日 
藤
岡
蔵
六 
相
州
金
沢
か
ら 
拝
啓 
君
の
所
へ
手
紙
出
す
べ
く
思
ひ
居
り
し
所
宿
所
忘
れ
て
出
さ
れ
ず
や
つ
と
今
出
し
得
る
次
第
と
思
は
れ
た
し 
上
総
屋
と
云
ふ
家
は
御
茶
屋
に
て
、
金
沢
の
御
茶
屋
は
皆
青
楼
の
一
種
な
り
淫
を
鬻
ぐ
も
の
は
女
中
な
れ
ば
五
十
銭
で
遊
べ
る
由
即
大
に
辟
易
し
て
一
晩
も
泊
ら
ず
退
去
し
た
り
そ
れ
よ
り
こ
こ
の
病
院
は
特
等
三
円
と
い
ふ
安
価
な
れ
ば
、
直
に
入
院 
今
日
ま
で
無
事
消
光
の
所
、
突
然
寝
冷
の
為
風
を
ひ
き
目
下
熱
の
為
に
苦
し
め
ら
れ
つ
つ
あ
り 
不
快
甚
し
く
、
日
夜
悶
々 
 
 
 
 
朝
寒
や
ね
れ
ば
が
さ
つ
く
藁
蒲
団 
 
 
 
 
病
室
の
膳
朝
寒
し
生
玉
子 
熱
の
苦
を
忘
れ
ん
為
、
僅
に
こ
ん
な
句
を
作
り
居
る
次
第
御
憫
察
下
さ
れ
度
し
そ
の
為
中
央
公
論
の
小
説
も
半
分
し
か
書
け
ず
甚
弱
る 
 
 
 
 
八
月
廿
三
日 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
龍 
之 
介 
 
 
 
蔵 
六 
先 
生 
梧
下 
 
 
風
ひ
き
熱
高
し
廿
六
日
か
へ
る 
  
以
上
の
芥
川
書
簡
を
見
れ
ば
、
芥
川
が
行
っ
た
と
こ
ろ
は
石
川
県
の
金
沢
で
は
な
く
、
相
州
金
沢
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
書
簡
に
つ
い
て
の
全
集
の
「
注
解
10
」
で
も
、
こ
の
「
金
沢
」
が
「
金
沢
八
景
（
現
、
横
浜
市
金
沢
区
）
の
金
沢
。
石
川
県
の
金
沢
市
で
は
な
い
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
当
時
の
八
月
一
六
日
の
『
時
事
新
報
11
』
に
芥
川
が
「
武
州
金
沢
」
に
旅
行
し
て
い
る
旨
の
記
述
が
あ
る
。
芥
川
自
身
も
一
九
二
四
年
五
月
の
金
沢
訪
問
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 
 
昨
十
三
年
の
首
夏
、
室
生
君
を
尋
ね
か
た
が
た
、
始
め
て
金
沢
に
一
週
間
を
送
り
、
御
両
氏
に
も
何
か
と
御
世
話
に
な
つ
た
こ
と
は
わ
た
し
の
一
生
の
追
憶
の
う
ち
で
も
最
も
愉
快
な
も
の
ゝ
一
つ
に
な
つ
て
居
り
ま
す
。
（
中
略
）
か
う
言
ふ
こ
と
は
御
両
氏
の
句
集
に
何
の
関
係
も
な
い
も
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も
わ
た
し
に
は
金
沢
を
思
ふ
こ
と
は
即
ち
御
両
氏
を
思
ふ
こ
と
で
す
か
ら
聊
か
曽
遊
の
記
憶
を
記
し
て
わ
た
し
の
序
に
代
へ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
12 
  
し
た
が
っ
て
、
一
九
二
四
年
五
月
は
芥
川
の
初
め
て
の
訪
問
で
あ
り
、
再
訪
で
は
な
い
。
な
お
、『
芥
川
龍
之
介
事
典
』
で
「
金
沢
」
の
項
目
を
担
当
し
た
影
山
恒
男
は
前
掲
し
た
よ
う
に
一
九
一
九
年
の
旅
行
先
を
石
川
県
金
沢
と
捉
え
て
い
た
が
、
増
訂
版
13
で
は
そ
の
点
を
削
除
し
て
お
り
、
誤
り
に
気
付
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
多
く
の
資
料
が
一
九
二
四
年
の
訪
問
を
再
訪
と
し
て
捉
え
て
し
ま
っ
て
い
る
。 
 
ま
た
、
一
九
二
四
年
に
石
川
県
の
金
沢
に
芥
川
が
滞
在
し
た
期
間
に
つ
い
て
も
多
く
の
資
料
で
齟
齬
が
見
ら
れ
る
。 
 
石
川
県
加
賀
平
野
中
央
に
あ
る
市
。（
中
略
）
芥
川
は
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
八
月
中
旬
に
、
十
日
間
金
沢
に
滞
在
し
た
。
ま
た
、
大
正
一
三
（
一
九
二
四
）
年
五
月
一
五
日
か
ら
一
週
間
、
震
災
で
金
沢
に
帰
郷
し
て
い
た
室
生
犀
星
の
も
と
に
遊
び
、
俳
人
桂
井
未
翁
の
世
話
で
兼
六
公
園
内
の
三
芳
庵
別
荘
に
泊
ま
っ
た
。（
中
略
）
こ
の
と
き
の
こ
と
は
犀
星
の
『
金
沢
に
於
け
る
芥
川
龍
之
介
氏
』（『
文
庫
』
昭
和
四
・
一
〇
）
に
も
書
か
れ
て
い
る
。
14 
 
石
川
県
加
賀
平
野
中
央
に
あ
る
市
。（
中
略
）
芥
川
は
大
正
一
三
（
一
九
二
四
）
年
五
月
一
五
日
か
ら
一
七
日
ま
で
、
震
災
で
金
沢
に
帰
郷
し
て
い
た
室
生
犀
星
の
も
と
に
遊
び
、
俳
人
桂
井
未
翁
の
世
話
で
兼
六
公
園
内
の
三
芳
庵
別
荘
に
泊
ま
り
、
太
田
南
圃
（
俳
人
）
や
小
富
貞
一
（
詩
人
）
に
も
会
っ
た
。（
中
略
）
こ
の
と
き
の
こ
と
は
犀
星
の
『
金
沢
に
於
け
る
芥
川
龍
之
介
氏
』（『
文
庫
』
昭
和
四
・
一
〇
）
に
も
書
か
れ
て
い
る
。
15 
 
 
僅
か
三
四
日
間
の
滞
在
で
は
あ
つ
た
が
、
金
沢
の
方
言
に
非
常
な
興
味
を
持
ち
、
僕
も
と
う
に
忘
れ
て
ゐ
る
や
う
な
言
葉
を
何
時
の
間
に
か
覚
え
て
、
歌
に
詠
み
こ
ん
だ
り
し
て
ゐ
た
16
。 
 
 
芥
川
君
は
四
日
間
し
か
金
沢
に
滞
在
し
な
か
つ
た
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
金
沢
の
方
言
を
お
ぼ
え
、
却
つ
て
僕
も
忘
れ
て
ゐ
る
土
地
の
言
葉
を
質
問
し
た
り
し
た
。
17 
 
 
犀
星
は
大
正
十
二
年
十
月
、
関
東
大
震
災
の
後
を
金
沢
に
引
揚
げ
、
そ
の
ま
ま
大
正
十
四
年
二
月
ま
で
滞
留
し
た
。 
 
か
れ
を
訪
ね
て
芥
川
が
金
沢
に
着
い
た
の
は
、
大
正
十
三
年
五
月
十
六
日
の
朝
、
北
国
の
自
然
の
も
っ
と
も
美
し
い
と
き
で
あ
っ
た
。 
 
芥
川
は
、
兼
六
園
内
の
三
芳
庵
別
荘
に
四
日
間
滞
在
し
、
帰
路
を
大
阪
に
廻
り
、
南
地
の
と
ん
だ
や
に
遊
ん
だ
。
18 
 
 
大
正
十
三
年
五
月
十
六
日
よ
り
芥
川
龍
之
介
が
来
沢
し
、
桂
井
末
翁
の
尽
力
で
当
時
貴
賓
の
宿
と
さ
れ
て
い
た
兼
六
園
の
三
方
庵
別
荘
に
県
よ
り
特
別
の
許
可
を
得
て
宿
泊
し
、
以
前
よ
り
龍
之
介
と
昵
懇
だ
っ
た
犀
星
の
案
内
で
高
岡
町
の
満
花
城
を
訪
れ
四
日
間
行
動
を
共
に
し
た
こ
と
は
「
室
生
犀
星
―
―
新
保
千
代
著
」、「
澄
江
堂
雑
記
―
―
室
生
犀
星
著
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
19 
 
 
芥
川
が
来
沢
し
た
の
は
大
正
十
三
年
五
月
十
六
日
よ
り
四
日
間
の
事
で
す
か
ら
、
高
岡
町
在
住
時
代
と
推
定
さ
れ
ま
す
。 
 
龍
之
介
と
親
交
の
あ
っ
た
犀
星
、
桂
井
未
翁
、
太
田
南
圃
等
が
同
行
し
た
四
日
間
の
行
動
に
つ
い
て
は
『
室
生
犀
星
』（
新
保
千
代
子
著
）
の
三
一
五
頁
に
記
載
さ
れ
、
小
生
い
ま
だ
読
ん
で
お
り
ま
せ
ん
が
、
犀
星
の
『
澄
江
堂
雑
記
』
の
中
に
「
金
沢
に
お
け
る
芥
川
龍
之
介
」
と
題
し
て
詳
細
に
説
明
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
20 
 
 
芥
川
龍
之
介
は
小
説
執
筆
等
の
た
め
大
正
八
年
八
月
金
沢
に
来
て
十
余
日
滞
在
し
て
い
る
が
、
二
回
目
の
来
沢
は
大
正
十
三
年
五
月
十
六
日
の
朝
で
あ
る
。
21 
 
 
大
正
十
三
年
五
月
十
六
日
、
芥
川
龍
之
介
が
二
度
目
の
金
沢
入
り
を
し
た
時
三
芳
庵
に
四
日
間
滞
在
し
た
が
、
犀
星
は
未
翁
、
満
花
城
と
は
常
に
龍
之
介
の
身
辺
に
在
っ
て
い
ろ
い
ろ
と
話
し
合
っ
た
ら
し
く
、
そ
の
後
犀
星
が
龍
之
介
に
宛
た
書
簡
に
「
南
圃
句
集
は
小
生
と
満
花
城
と
が
三
十
円
づ
つ
百
部
の
予
約
を
取
り
て
万
端
ぬ
か
ら
ぬ
つ
も
り
な
れ
ば
二
月
頃
に
序
文
た
の
み
い
た
し
候
」
と
述
べ
て
い
る
の
を
み
て
も
、
そ
の
時
の
睦
ま
じ
い
語
ら
い
の
一
端
を
覗
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
22 
 
 
五
月
十
六
日
芥
川
龍
之
介
は
金
沢
を
訪
れ
、
十
九
日
ま
で
滞
在
し
、
室
生
犀
星
、
満
花
城
も
行
を
共
に
す
る
。（
同
行
記
は
犀
星
著
『
澄
江
堂
雑
記
』
に
述
記
）
23 
  
以
上
の
よ
う
に
、
芥
川
が
金
沢
に
到
着
し
た
日
付
に
つ
い
て
は
、
一
五
日
、
一
六
日
の
二
つ
の
説
が
あ
り
、
滞
在
し
た
期
間
に
つ
い
て
も
三
日
間
、
四
日
間
、
一
週
間
な
ど
さ
ま
ざ
ま
に
語
ら
れ
て
い
る
。
実
際
に
滞
在
し
た
期
間
は
-14-
8  
月
8  
日 
和
気
律
次
郎 
田
端
か
ら 
（
葉
書
）〔
転
載
〕 
（
中
略
） 
 
二
伸 
明
日
又
三
浦
半
島
の
方
へ
出
か
け
ま
す
。 
 
8  
月
15  
日 
秦
豊
吉 
相
州
金
沢
か
ら 
 
8  
月
23  
日 
藤
岡
蔵
六 
相
州
金
沢
か
ら 
拝
啓 
君
の
所
へ
手
紙
出
す
べ
く
思
ひ
居
り
し
所
宿
所
忘
れ
て
出
さ
れ
ず
や
つ
と
今
出
し
得
る
次
第
と
思
は
れ
た
し 
上
総
屋
と
云
ふ
家
は
御
茶
屋
に
て
、
金
沢
の
御
茶
屋
は
皆
青
楼
の
一
種
な
り
淫
を
鬻
ぐ
も
の
は
女
中
な
れ
ば
五
十
銭
で
遊
べ
る
由
即
大
に
辟
易
し
て
一
晩
も
泊
ら
ず
退
去
し
た
り
そ
れ
よ
り
こ
こ
の
病
院
は
特
等
三
円
と
い
ふ
安
価
な
れ
ば
、
直
に
入
院 
今
日
ま
で
無
事
消
光
の
所
、
突
然
寝
冷
の
為
風
を
ひ
き
目
下
熱
の
為
に
苦
し
め
ら
れ
つ
つ
あ
り 
不
快
甚
し
く
、
日
夜
悶
々 
 
 
 
 
朝
寒
や
ね
れ
ば
が
さ
つ
く
藁
蒲
団 
 
 
 
 
病
室
の
膳
朝
寒
し
生
玉
子 
熱
の
苦
を
忘
れ
ん
為
、
僅
に
こ
ん
な
句
を
作
り
居
る
次
第
御
憫
察
下
さ
れ
度
し
そ
の
為
中
央
公
論
の
小
説
も
半
分
し
か
書
け
ず
甚
弱
る 
 
 
 
 
八
月
廿
三
日 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
龍 
之 
介 
 
 
 
蔵 
六 
先 
生 
梧
下 
 
 
風
ひ
き
熱
高
し
廿
六
日
か
へ
る 
  
以
上
の
芥
川
書
簡
を
見
れ
ば
、
芥
川
が
行
っ
た
と
こ
ろ
は
石
川
県
の
金
沢
で
は
な
く
、
相
州
金
沢
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
書
簡
に
つ
い
て
の
全
集
の
「
注
解
10
」
で
も
、
こ
の
「
金
沢
」
が
「
金
沢
八
景
（
現
、
横
浜
市
金
沢
区
）
の
金
沢
。
石
川
県
の
金
沢
市
で
は
な
い
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
当
時
の
八
月
一
六
日
の
『
時
事
新
報
11
』
に
芥
川
が
「
武
州
金
沢
」
に
旅
行
し
て
い
る
旨
の
記
述
が
あ
る
。
芥
川
自
身
も
一
九
二
四
年
五
月
の
金
沢
訪
問
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 
 
昨
十
三
年
の
首
夏
、
室
生
君
を
尋
ね
か
た
が
た
、
始
め
て
金
沢
に
一
週
間
を
送
り
、
御
両
氏
に
も
何
か
と
御
世
話
に
な
つ
た
こ
と
は
わ
た
し
の
一
生
の
追
憶
の
う
ち
で
も
最
も
愉
快
な
も
の
ゝ
一
つ
に
な
つ
て
居
り
ま
す
。
（
中
略
）
か
う
言
ふ
こ
と
は
御
両
氏
の
句
集
に
何
の
関
係
も
な
い
も
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も
わ
た
し
に
は
金
沢
を
思
ふ
こ
と
は
即
ち
御
両
氏
を
思
ふ
こ
と
で
す
か
ら
聊
か
曽
遊
の
記
憶
を
記
し
て
わ
た
し
の
序
に
代
へ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
12 
  
し
た
が
っ
て
、
一
九
二
四
年
五
月
は
芥
川
の
初
め
て
の
訪
問
で
あ
り
、
再
訪
で
は
な
い
。
な
お
、『
芥
川
龍
之
介
事
典
』
で
「
金
沢
」
の
項
目
を
担
当
し
た
影
山
恒
男
は
前
掲
し
た
よ
う
に
一
九
一
九
年
の
旅
行
先
を
石
川
県
金
沢
と
捉
え
て
い
た
が
、
増
訂
版
13
で
は
そ
の
点
を
削
除
し
て
お
り
、
誤
り
に
気
付
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
多
く
の
資
料
が
一
九
二
四
年
の
訪
問
を
再
訪
と
し
て
捉
え
て
し
ま
っ
て
い
る
。 
 
ま
た
、
一
九
二
四
年
に
石
川
県
の
金
沢
に
芥
川
が
滞
在
し
た
期
間
に
つ
い
て
も
多
く
の
資
料
で
齟
齬
が
見
ら
れ
る
。 
 
石
川
県
加
賀
平
野
中
央
に
あ
る
市
。（
中
略
）
芥
川
は
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
八
月
中
旬
に
、
十
日
間
金
沢
に
滞
在
し
た
。
ま
た
、
大
正
一
三
（
一
九
二
四
）
年
五
月
一
五
日
か
ら
一
週
間
、
震
災
で
金
沢
に
帰
郷
し
て
い
た
室
生
犀
星
の
も
と
に
遊
び
、
俳
人
桂
井
未
翁
の
世
話
で
兼
六
公
園
内
の
三
芳
庵
別
荘
に
泊
ま
っ
た
。（
中
略
）
こ
の
と
き
の
こ
と
は
犀
星
の
『
金
沢
に
於
け
る
芥
川
龍
之
介
氏
』（『
文
庫
』
昭
和
四
・
一
〇
）
に
も
書
か
れ
て
い
る
。
14 
 
石
川
県
加
賀
平
野
中
央
に
あ
る
市
。（
中
略
）
芥
川
は
大
正
一
三
（
一
九
二
四
）
年
五
月
一
五
日
か
ら
一
七
日
ま
で
、
震
災
で
金
沢
に
帰
郷
し
て
い
た
室
生
犀
星
の
も
と
に
遊
び
、
俳
人
桂
井
未
翁
の
世
話
で
兼
六
公
園
内
の
三
芳
庵
別
荘
に
泊
ま
り
、
太
田
南
圃
（
俳
人
）
や
小
富
貞
一
（
詩
人
）
に
も
会
っ
た
。（
中
略
）
こ
の
と
き
の
こ
と
は
犀
星
の
『
金
沢
に
於
け
る
芥
川
龍
之
介
氏
』（『
文
庫
』
昭
和
四
・
一
〇
）
に
も
書
か
れ
て
い
る
。
15 
 
 
僅
か
三
四
日
間
の
滞
在
で
は
あ
つ
た
が
、
金
沢
の
方
言
に
非
常
な
興
味
を
持
ち
、
僕
も
と
う
に
忘
れ
て
ゐ
る
や
う
な
言
葉
を
何
時
の
間
に
か
覚
え
て
、
歌
に
詠
み
こ
ん
だ
り
し
て
ゐ
た
16
。 
 
 
芥
川
君
は
四
日
間
し
か
金
沢
に
滞
在
し
な
か
つ
た
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
金
沢
の
方
言
を
お
ぼ
え
、
却
つ
て
僕
も
忘
れ
て
ゐ
る
土
地
の
言
葉
を
質
問
し
た
り
し
た
。
17 
 
 
犀
星
は
大
正
十
二
年
十
月
、
関
東
大
震
災
の
後
を
金
沢
に
引
揚
げ
、
そ
の
ま
ま
大
正
十
四
年
二
月
ま
で
滞
留
し
た
。 
 
か
れ
を
訪
ね
て
芥
川
が
金
沢
に
着
い
た
の
は
、
大
正
十
三
年
五
月
十
六
日
の
朝
、
北
国
の
自
然
の
も
っ
と
も
美
し
い
と
き
で
あ
っ
た
。 
 
芥
川
は
、
兼
六
園
内
の
三
芳
庵
別
荘
に
四
日
間
滞
在
し
、
帰
路
を
大
阪
に
廻
り
、
南
地
の
と
ん
だ
や
に
遊
ん
だ
。
18 
 
 
大
正
十
三
年
五
月
十
六
日
よ
り
芥
川
龍
之
介
が
来
沢
し
、
桂
井
末
翁
の
尽
力
で
当
時
貴
賓
の
宿
と
さ
れ
て
い
た
兼
六
園
の
三
方
庵
別
荘
に
県
よ
り
特
別
の
許
可
を
得
て
宿
泊
し
、
以
前
よ
り
龍
之
介
と
昵
懇
だ
っ
た
犀
星
の
案
内
で
高
岡
町
の
満
花
城
を
訪
れ
四
日
間
行
動
を
共
に
し
た
こ
と
は
「
室
生
犀
星
―
―
新
保
千
代
著
」、「
澄
江
堂
雑
記
―
―
室
生
犀
星
著
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
19 
 
 
芥
川
が
来
沢
し
た
の
は
大
正
十
三
年
五
月
十
六
日
よ
り
四
日
間
の
事
で
す
か
ら
、
高
岡
町
在
住
時
代
と
推
定
さ
れ
ま
す
。 
 
龍
之
介
と
親
交
の
あ
っ
た
犀
星
、
桂
井
未
翁
、
太
田
南
圃
等
が
同
行
し
た
四
日
間
の
行
動
に
つ
い
て
は
『
室
生
犀
星
』（
新
保
千
代
子
著
）
の
三
一
五
頁
に
記
載
さ
れ
、
小
生
い
ま
だ
読
ん
で
お
り
ま
せ
ん
が
、
犀
星
の
『
澄
江
堂
雑
記
』
の
中
に
「
金
沢
に
お
け
る
芥
川
龍
之
介
」
と
題
し
て
詳
細
に
説
明
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
20 
 
 
芥
川
龍
之
介
は
小
説
執
筆
等
の
た
め
大
正
八
年
八
月
金
沢
に
来
て
十
余
日
滞
在
し
て
い
る
が
、
二
回
目
の
来
沢
は
大
正
十
三
年
五
月
十
六
日
の
朝
で
あ
る
。
21 
 
 
大
正
十
三
年
五
月
十
六
日
、
芥
川
龍
之
介
が
二
度
目
の
金
沢
入
り
を
し
た
時
三
芳
庵
に
四
日
間
滞
在
し
た
が
、
犀
星
は
未
翁
、
満
花
城
と
は
常
に
龍
之
介
の
身
辺
に
在
っ
て
い
ろ
い
ろ
と
話
し
合
っ
た
ら
し
く
、
そ
の
後
犀
星
が
龍
之
介
に
宛
た
書
簡
に
「
南
圃
句
集
は
小
生
と
満
花
城
と
が
三
十
円
づ
つ
百
部
の
予
約
を
取
り
て
万
端
ぬ
か
ら
ぬ
つ
も
り
な
れ
ば
二
月
頃
に
序
文
た
の
み
い
た
し
候
」
と
述
べ
て
い
る
の
を
み
て
も
、
そ
の
時
の
睦
ま
じ
い
語
ら
い
の
一
端
を
覗
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
22 
 
 
五
月
十
六
日
芥
川
龍
之
介
は
金
沢
を
訪
れ
、
十
九
日
ま
で
滞
在
し
、
室
生
犀
星
、
満
花
城
も
行
を
共
に
す
る
。（
同
行
記
は
犀
星
著
『
澄
江
堂
雑
記
』
に
述
記
）
23 
  
以
上
の
よ
う
に
、
芥
川
が
金
沢
に
到
着
し
た
日
付
に
つ
い
て
は
、
一
五
日
、
一
六
日
の
二
つ
の
説
が
あ
り
、
滞
在
し
た
期
間
に
つ
い
て
も
三
日
間
、
四
日
間
、
一
週
間
な
ど
さ
ま
ざ
ま
に
語
ら
れ
て
い
る
。
実
際
に
滞
在
し
た
期
間
は
ママ
ママ
ママ
-15-
い
つ
か
ら
い
つ
ま
で
だ
ろ
う
か
。
一
九
二
四
年
五
月
一
四
日
の
芥
川
龍
之
介
書
簡
勝
峰
晋
風
宛
で
は
、「
本
夕
金
沢
地
方
へ
旅
行
致
し
ま
す
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
犀
星
も
一
九
二
四
年
五
月
の
「
日
記
24
」
の
中
で
「
十
五
日
／
芥
川
君
を
迎
へ
に
行
く
。
／
同
行
の
上
自
宅
に
来
る
。
後
、
岡
氏
宅
に
行
く
。
／
夜
町
を
歩
く
」、「
十
九
日
／
（
中
略
）
／
夜
、
芥
川
君
発
つ
」
と
記
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
次
資
料
を
見
る
と
、
芥
川
は
一
九
二
四
年
五
月
一
四
日
に
出
発
、
一
五
日
金
沢
に
着
き
、
一
九
日
夜
金
沢
を
発
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。 
 
こ
の
点
に
つ
い
て
混
乱
が
生
じ
た
事
情
も
推
測
が
付
く
。
そ
れ
は
犀
星
自
身
が
曖
昧
な
記
憶
に
基
づ
い
て
後
日
述
べ
た
た
め
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
犀
星
は
芥
川
の
滞
在
期
間
に
つ
い
て
、「
憶
芥
川
龍
之
介
君
25
」
で
は
「
僅
か
三
四
日
間
の
滞
在
」、「
金
沢
に
於
け
る
芥
川
龍
之
介
26
」
で
は
「
四
日
間
し
か
金
沢
に
滞
在
し
な
か
つ
た
」
と
書
い
て
い
る
。
新
保
千
代
子
は
晩
年
の
犀
星
か
ら
の
聞
き
書
き
と
し
て
、
着
い
た
の
が
「
五
月
十
六
日
の
朝
」、
滞
在
期
間
が
「
四
日
間
」
と
記
し
て
い
る
。
新
保
千
代
子
の
『
室
生
犀
星
き
き
が
き
抄
』
は
高
い
信
頼
を
得
た
文
献
で
あ
っ
た
た
め
、
誤
解
が
広
が
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 
二
、
野
村
満
花
城 
 
芥
川
が
金
沢
滞
在
時
に
野
村
満
花
城
と
い
う
俳
人
に
会
っ
た
と
い
う
こ
と
が
多
く
の
資
料
に
書
か
れ
て
い
る
。 
  
 
大
正
十
三
年
五
月
十
六
日
よ
り
芥
川
龍
之
介
が
来
沢
し
、
桂
井
末
翁
の
尽
力
で
当
時
貴
賓
の
宿
と
さ
れ
て
い
た
兼
六
園
の
三
方
庵
別
荘
に
県
よ
り
特
別
の
許
可
を
得
て
宿
泊
し
、
以
前
よ
り
龍
之
介
と
昵
懇
だ
っ
た
犀
星
の
案
内
で
高
岡
町
の
満
花
城
を
訪
れ
四
日
間
行
動
を
共
に
し
た
こ
と
は
「
室
生
犀
星
―
―
新
保
千
代
著
」、「
澄
江
堂
雑
記
―
―
室
生
犀
星
著
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。 
 
 
そ
の
時
芥
川
氏
よ
り
末
翁
に
贈
ら
れ
た
有
名
な
「
河
童
の
図
」
は
そ
の
後
満
花
城
に
譲
ら
れ
、
現
在
山
崎
節
子
（
満
花
城
の
お
孫
さ
ん
）
さ
ん
の
秘
蔵
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 
 
 
ま
た
、
大
正
十
四
年
刊
行
の
「
末
翁
南
圃
俳
句
集
」
の
序
文
に
芥
川
龍
之
介
、
室
生
犀
星
と
と
も
に
満
花
城
も
名
を
連
ね
て
い
る
こ
と
、
或
い
は
漢
学
者
細
野
燕
台
が
鎌
倉
在
住
と
な
っ
て
か
ら
も
し
ば
し
ば
金
沢
に
来
り
満
花
城
と
相
識
る
仲
だ
っ
た
こ
と
等
も
、
満
花
城
さ
ん
が
当
時
一
流
の
文
化
人
達
と
交
誼
の
篤
か
っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
27 
 
 
文
化
人
と
の
交
流
は
、
多
彩
を
極
め
た
。
金
沢
生
ま
れ
の
室
生
犀
星
と
は
、
と
く
に
親
密
だ
っ
た
。
大
正
十
三
年
五
月
、
芥
川
龍
之
介
の
金
沢
来
遊
の
際
は
行
動
を
共
に
し
、
そ
の
後
、
芥
川
の
有
名
な
「
河
童
の
図
」
を
入
手
し
た
。
28 
 
 
芥
川
が
来
沢
し
た
の
は
大
正
十
三
年
五
月
十
六
日
よ
り
四
日
間
の
事
で
す
か
ら
、
高
岡
町
在
住
時
代
と
推
定
さ
れ
ま
す
。 
 
龍
之
介
と
親
交
の
あ
っ
た
犀
星
、
桂
井
未
翁
、
太
田
南
圃
等
が
同
行
し
た
四
日
間
の
行
動
に
つ
い
て
は
『
室
生
犀
星
』（
新
保
千
代
子
著
）
の
三
一
五
頁
に
記
載
さ
れ
、
小
生
い
ま
だ
読
ん
で
お
り
ま
せ
ん
が
、
犀
星
の
『
澄
江
堂
雑
記
』
の
中
に
「
金
沢
に
お
け
る
芥
川
龍
之
介
」
と
題
し
て
詳
細
に
説
明
し
て
い
る
そ
う
で
す
。 
 
 
龍
之
介
の
こ
の
間
の
宿
泊
所
は
、
兼
六
公
園
内
の
有
名
な
三
芳
庵
別
荘
で
、
当
時
こ
の
庵
は
貴
賓
で
な
い
と
泊
め
な
か
っ
た
そ
う
で
す
が
、
未
翁
さ
ん
が
特
別
に
県
の
許
可
を
得
て
泊
め
た
よ
う
で
す
。 
 
 
龍
之
介
と
満
花
城
は
特
別
な
関
係
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
た
だ
当
時
、
自
由
律
俳
人
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
た
満
花
城
宅
を
前
述
の
未
翁
氏
等
の
案
内
で
訪
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 
 
（
中
略
） 
 
未
翁
さ
ん
で
思
い
出
す
の
は
、
芥
川
龍
之
介
の
有
名
な
「
河
童
の
図
」
（
色
紙
大
の
小
さ
な
も
の
）
は
兄
享
一
が
好
き
で
保
存
し
て
お
り
ま
す
が
、
桂
井
さ
ん
が
経
済
的
に
不
如
意
な
時
代
に
父
が
譲
っ
て
も
ら
っ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
29 
 
大
正
十
三
年
五
月
十
六
日
、
芥
川
龍
之
介
が
二
度
目
の
金
沢
入
り
を
し
た
時
三
芳
庵
に
四
日
間
滞
在
し
た
が
、
犀
星
は
未
翁
、
満
花
城
と
は
常
に
龍
之
介
の
身
辺
に
在
っ
て
い
ろ
い
ろ
と
話
し
合
っ
た
ら
し
く
、
そ
の
後
犀
星
が
龍
之
介
に
宛
た
書
簡
に
「
南
圃
句
集
は
小
生
と
満
花
城
と
が
三
十
円
づ
つ
百
部
の
予
約
を
取
り
て
万
端
ぬ
か
ら
ぬ
つ
も
り
な
れ
ば
二
月
頃
に
序
文
た
の
み
い
た
し
候
」
と
述
べ
て
い
る
の
を
み
て
も
、
そ
の
時
の
睦
ま
じ
い
語
ら
い
の
一
端
を
覗
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
30 
 
五
月
十
六
日
芥
川
龍
之
介
は
金
沢
を
訪
れ
、
十
九
日
ま
で
滞
在
し
、
室
生
犀
星
、
満
花
城
も
行
を
共
に
す
る
。（
同
行
記
は
犀
星
著
『
澄
江
堂
雑
記
』
に
述
記
）
31 
 
一
三
年
五
月
、
金
沢
に
来
た
芥
川
龍
之
介
を
迎
え
て
、
室
生
犀
星
と
共
に
案
内
役
と
し
て
世
話
を
し
た
。
32 
  
野
村
満
花
城
は
城
端
出
身
の
俳
人
・
茶
人
で
、
芥
川
龍
之
介
が
金
沢
を
再
訪
し
た
と
き
室
生
犀
星
と
と
も
に
案
内
人
を
務
め
、
芥
川
の
河
童
画
を
所
蔵
し
た
人
物
で
あ
る
。
33 
  
こ
の
よ
う
に
、
芥
川
と
野
村
満
花
城
の
関
係
が
紹
介
さ
れ
、
窪
田
美
吉
の
前
掲
資
料
で
は
新
保
千
代
子
『
室
生
犀
星
き
き
が
き
抄
』
と
室
生
犀
星
『
澄
江
堂
雑
記
』
と
い
う
根
拠
も
出
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に
そ
れ
ら
の
資
料
の
関
わ
り
の
あ
り
そ
う
な
箇
所
を
引
用
し
て
み
よ
う
。 
 
 
芥
川
の
来
沢
に
つ
い
て
は
、「
金
沢
に
於
け
る
芥
川
龍
之
介
氏
」
と
題
し
て
、
犀
星
が
委
し
く
書
い
て
「
澄
江
堂
雑
記
」
に
収
め
た
。 
（
中
略
） 
 
 
犀
星
は
大
正
十
二
年
十
月
、
関
東
大
震
災
の
後
を
金
沢
に
引
揚
げ
、
そ
の
ま
ま
大
正
十
四
年
二
月
ま
で
滞
留
し
た
。
か
れ
を
訪
ね
て
芥
川
が
金
沢
に
着
い
た
の
は
、
大
正
十
三
年
五
月
十
六
日
の
朝
、
北
国
の
自
然
の
も
っ
と
も
美
し
い
と
き
で
あ
っ
た
。 
 
 
芥
川
は
、
兼
六
園
内
の
三
芳
庵
別
荘
に
四
日
間
滞
在
し
、
帰
路
を
大
阪
に
廻
り
、
南
地
の
と
ん
だ
や
に
遊
ん
だ
。 
 
（
中
略
） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
龍 
 
手
紙
の
宛
名
の
「
か
ほ
る
さ
ま
」
と
い
う
の
は
、
し
ゃ
っ
ぽ
の
本
名
で
、
彼
女
は
西
廓
の
大
店
、
の
と
や
の
養
女
で
能
沢
か
ほ
る
と
い
っ
た
。 
 
 
当
時
十
九
歳
、
赤
衿
（
舞
妓
）
か
ら
衿
な
お
し
を
し
て
一
本
に
な
っ
て
、
い
く
ら
も
た
っ
て
い
な
か
っ
た
。 
 
 
年
は
若
い
が
、
の
と
や
の
娘
分
と
し
て
の
格
式
も
あ
り
、
頭
も
よ
く
典
型
的
な
金
沢
美
人
で
あ
っ
た
。 
 
 
嫋
々
と
し
た
彼
女
の
姿
は
、
憂
い
を
含
ん
で
い
か
に
も
頼
り
な
げ
に
遊
客
の
心
を
そ
そ
り
、
し
か
も
ど
こ
と
な
く
犯
し
が
た
い
気
品
が
あ
っ
た
。 
 
 
踊
り
や
三
味
線
に
も
秀
で
て
い
た
が
、
彼
女
は
噺
子
方
に
ま
わ
っ
て
は
、
太
鼓
を
う
っ
た
。 
 
 
両
手
に
撥
を
と
っ
て
、
端
座
す
る
彼
女
に
は
一
分
の
隙
も
な
く
、
平
素
は
柔
ら
か
く
ぼ
か
さ
れ
て
い
る
彼
女
の
聡
明
が
、
こ
の
と
き
急
に
鋭
い
冴
を
み
せ
た
。 
 
 
「
し
ゃ
っ
ぽ
と
い
う
妓
は
薄
命
ら
し
い
顔
を
し
て
い
る
ね
。
一
体
し
ゃ
っ
ぽ
（
帽
子
）
と
い
う
名
前
を
つ
け
る
な
ん
て
み
ず
あ
げ
し
た
奴
も
奴
だ
が
、
は
か
な
い
な
あ
」 
ママ
ママ
ママ
ママ
-16-
い
つ
か
ら
い
つ
ま
で
だ
ろ
う
か
。
一
九
二
四
年
五
月
一
四
日
の
芥
川
龍
之
介
書
簡
勝
峰
晋
風
宛
で
は
、「
本
夕
金
沢
地
方
へ
旅
行
致
し
ま
す
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
犀
星
も
一
九
二
四
年
五
月
の
「
日
記
24
」
の
中
で
「
十
五
日
／
芥
川
君
を
迎
へ
に
行
く
。
／
同
行
の
上
自
宅
に
来
る
。
後
、
岡
氏
宅
に
行
く
。
／
夜
町
を
歩
く
」、「
十
九
日
／
（
中
略
）
／
夜
、
芥
川
君
発
つ
」
と
記
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
次
資
料
を
見
る
と
、
芥
川
は
一
九
二
四
年
五
月
一
四
日
に
出
発
、
一
五
日
金
沢
に
着
き
、
一
九
日
夜
金
沢
を
発
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。 
 
こ
の
点
に
つ
い
て
混
乱
が
生
じ
た
事
情
も
推
測
が
付
く
。
そ
れ
は
犀
星
自
身
が
曖
昧
な
記
憶
に
基
づ
い
て
後
日
述
べ
た
た
め
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
犀
星
は
芥
川
の
滞
在
期
間
に
つ
い
て
、「
憶
芥
川
龍
之
介
君
25
」
で
は
「
僅
か
三
四
日
間
の
滞
在
」、「
金
沢
に
於
け
る
芥
川
龍
之
介
26
」
で
は
「
四
日
間
し
か
金
沢
に
滞
在
し
な
か
つ
た
」
と
書
い
て
い
る
。
新
保
千
代
子
は
晩
年
の
犀
星
か
ら
の
聞
き
書
き
と
し
て
、
着
い
た
の
が
「
五
月
十
六
日
の
朝
」、
滞
在
期
間
が
「
四
日
間
」
と
記
し
て
い
る
。
新
保
千
代
子
の
『
室
生
犀
星
き
き
が
き
抄
』
は
高
い
信
頼
を
得
た
文
献
で
あ
っ
た
た
め
、
誤
解
が
広
が
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 
二
、
野
村
満
花
城 
 
芥
川
が
金
沢
滞
在
時
に
野
村
満
花
城
と
い
う
俳
人
に
会
っ
た
と
い
う
こ
と
が
多
く
の
資
料
に
書
か
れ
て
い
る
。 
  
 
大
正
十
三
年
五
月
十
六
日
よ
り
芥
川
龍
之
介
が
来
沢
し
、
桂
井
末
翁
の
尽
力
で
当
時
貴
賓
の
宿
と
さ
れ
て
い
た
兼
六
園
の
三
方
庵
別
荘
に
県
よ
り
特
別
の
許
可
を
得
て
宿
泊
し
、
以
前
よ
り
龍
之
介
と
昵
懇
だ
っ
た
犀
星
の
案
内
で
高
岡
町
の
満
花
城
を
訪
れ
四
日
間
行
動
を
共
に
し
た
こ
と
は
「
室
生
犀
星
―
―
新
保
千
代
著
」、「
澄
江
堂
雑
記
―
―
室
生
犀
星
著
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。 
 
 
そ
の
時
芥
川
氏
よ
り
末
翁
に
贈
ら
れ
た
有
名
な
「
河
童
の
図
」
は
そ
の
後
満
花
城
に
譲
ら
れ
、
現
在
山
崎
節
子
（
満
花
城
の
お
孫
さ
ん
）
さ
ん
の
秘
蔵
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 
 
 
ま
た
、
大
正
十
四
年
刊
行
の
「
末
翁
南
圃
俳
句
集
」
の
序
文
に
芥
川
龍
之
介
、
室
生
犀
星
と
と
も
に
満
花
城
も
名
を
連
ね
て
い
る
こ
と
、
或
い
は
漢
学
者
細
野
燕
台
が
鎌
倉
在
住
と
な
っ
て
か
ら
も
し
ば
し
ば
金
沢
に
来
り
満
花
城
と
相
識
る
仲
だ
っ
た
こ
と
等
も
、
満
花
城
さ
ん
が
当
時
一
流
の
文
化
人
達
と
交
誼
の
篤
か
っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
27 
 
 
文
化
人
と
の
交
流
は
、
多
彩
を
極
め
た
。
金
沢
生
ま
れ
の
室
生
犀
星
と
は
、
と
く
に
親
密
だ
っ
た
。
大
正
十
三
年
五
月
、
芥
川
龍
之
介
の
金
沢
来
遊
の
際
は
行
動
を
共
に
し
、
そ
の
後
、
芥
川
の
有
名
な
「
河
童
の
図
」
を
入
手
し
た
。
28 
 
 
芥
川
が
来
沢
し
た
の
は
大
正
十
三
年
五
月
十
六
日
よ
り
四
日
間
の
事
で
す
か
ら
、
高
岡
町
在
住
時
代
と
推
定
さ
れ
ま
す
。 
 
龍
之
介
と
親
交
の
あ
っ
た
犀
星
、
桂
井
未
翁
、
太
田
南
圃
等
が
同
行
し
た
四
日
間
の
行
動
に
つ
い
て
は
『
室
生
犀
星
』（
新
保
千
代
子
著
）
の
三
一
五
頁
に
記
載
さ
れ
、
小
生
い
ま
だ
読
ん
で
お
り
ま
せ
ん
が
、
犀
星
の
『
澄
江
堂
雑
記
』
の
中
に
「
金
沢
に
お
け
る
芥
川
龍
之
介
」
と
題
し
て
詳
細
に
説
明
し
て
い
る
そ
う
で
す
。 
 
 
龍
之
介
の
こ
の
間
の
宿
泊
所
は
、
兼
六
公
園
内
の
有
名
な
三
芳
庵
別
荘
で
、
当
時
こ
の
庵
は
貴
賓
で
な
い
と
泊
め
な
か
っ
た
そ
う
で
す
が
、
未
翁
さ
ん
が
特
別
に
県
の
許
可
を
得
て
泊
め
た
よ
う
で
す
。 
 
 
龍
之
介
と
満
花
城
は
特
別
な
関
係
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
た
だ
当
時
、
自
由
律
俳
人
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
た
満
花
城
宅
を
前
述
の
未
翁
氏
等
の
案
内
で
訪
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 
 
（
中
略
） 
 
未
翁
さ
ん
で
思
い
出
す
の
は
、
芥
川
龍
之
介
の
有
名
な
「
河
童
の
図
」
（
色
紙
大
の
小
さ
な
も
の
）
は
兄
享
一
が
好
き
で
保
存
し
て
お
り
ま
す
が
、
桂
井
さ
ん
が
経
済
的
に
不
如
意
な
時
代
に
父
が
譲
っ
て
も
ら
っ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
29 
 
大
正
十
三
年
五
月
十
六
日
、
芥
川
龍
之
介
が
二
度
目
の
金
沢
入
り
を
し
た
時
三
芳
庵
に
四
日
間
滞
在
し
た
が
、
犀
星
は
未
翁
、
満
花
城
と
は
常
に
龍
之
介
の
身
辺
に
在
っ
て
い
ろ
い
ろ
と
話
し
合
っ
た
ら
し
く
、
そ
の
後
犀
星
が
龍
之
介
に
宛
た
書
簡
に
「
南
圃
句
集
は
小
生
と
満
花
城
と
が
三
十
円
づ
つ
百
部
の
予
約
を
取
り
て
万
端
ぬ
か
ら
ぬ
つ
も
り
な
れ
ば
二
月
頃
に
序
文
た
の
み
い
た
し
候
」
と
述
べ
て
い
る
の
を
み
て
も
、
そ
の
時
の
睦
ま
じ
い
語
ら
い
の
一
端
を
覗
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
30 
 
五
月
十
六
日
芥
川
龍
之
介
は
金
沢
を
訪
れ
、
十
九
日
ま
で
滞
在
し
、
室
生
犀
星
、
満
花
城
も
行
を
共
に
す
る
。（
同
行
記
は
犀
星
著
『
澄
江
堂
雑
記
』
に
述
記
）
31 
 
一
三
年
五
月
、
金
沢
に
来
た
芥
川
龍
之
介
を
迎
え
て
、
室
生
犀
星
と
共
に
案
内
役
と
し
て
世
話
を
し
た
。
32 
  
野
村
満
花
城
は
城
端
出
身
の
俳
人
・
茶
人
で
、
芥
川
龍
之
介
が
金
沢
を
再
訪
し
た
と
き
室
生
犀
星
と
と
も
に
案
内
人
を
務
め
、
芥
川
の
河
童
画
を
所
蔵
し
た
人
物
で
あ
る
。
33 
  
こ
の
よ
う
に
、
芥
川
と
野
村
満
花
城
の
関
係
が
紹
介
さ
れ
、
窪
田
美
吉
の
前
掲
資
料
で
は
新
保
千
代
子
『
室
生
犀
星
き
き
が
き
抄
』
と
室
生
犀
星
『
澄
江
堂
雑
記
』
と
い
う
根
拠
も
出
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に
そ
れ
ら
の
資
料
の
関
わ
り
の
あ
り
そ
う
な
箇
所
を
引
用
し
て
み
よ
う
。 
 
 
芥
川
の
来
沢
に
つ
い
て
は
、「
金
沢
に
於
け
る
芥
川
龍
之
介
氏
」
と
題
し
て
、
犀
星
が
委
し
く
書
い
て
「
澄
江
堂
雑
記
」
に
収
め
た
。 
（
中
略
） 
 
 
犀
星
は
大
正
十
二
年
十
月
、
関
東
大
震
災
の
後
を
金
沢
に
引
揚
げ
、
そ
の
ま
ま
大
正
十
四
年
二
月
ま
で
滞
留
し
た
。
か
れ
を
訪
ね
て
芥
川
が
金
沢
に
着
い
た
の
は
、
大
正
十
三
年
五
月
十
六
日
の
朝
、
北
国
の
自
然
の
も
っ
と
も
美
し
い
と
き
で
あ
っ
た
。 
 
 
芥
川
は
、
兼
六
園
内
の
三
芳
庵
別
荘
に
四
日
間
滞
在
し
、
帰
路
を
大
阪
に
廻
り
、
南
地
の
と
ん
だ
や
に
遊
ん
だ
。 
 
（
中
略
） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
龍 
 
手
紙
の
宛
名
の
「
か
ほ
る
さ
ま
」
と
い
う
の
は
、
し
ゃ
っ
ぽ
の
本
名
で
、
彼
女
は
西
廓
の
大
店
、
の
と
や
の
養
女
で
能
沢
か
ほ
る
と
い
っ
た
。 
 
 
当
時
十
九
歳
、
赤
衿
（
舞
妓
）
か
ら
衿
な
お
し
を
し
て
一
本
に
な
っ
て
、
い
く
ら
も
た
っ
て
い
な
か
っ
た
。 
 
 
年
は
若
い
が
、
の
と
や
の
娘
分
と
し
て
の
格
式
も
あ
り
、
頭
も
よ
く
典
型
的
な
金
沢
美
人
で
あ
っ
た
。 
 
 
嫋
々
と
し
た
彼
女
の
姿
は
、
憂
い
を
含
ん
で
い
か
に
も
頼
り
な
げ
に
遊
客
の
心
を
そ
そ
り
、
し
か
も
ど
こ
と
な
く
犯
し
が
た
い
気
品
が
あ
っ
た
。 
 
 
踊
り
や
三
味
線
に
も
秀
で
て
い
た
が
、
彼
女
は
噺
子
方
に
ま
わ
っ
て
は
、
太
鼓
を
う
っ
た
。 
 
 
両
手
に
撥
を
と
っ
て
、
端
座
す
る
彼
女
に
は
一
分
の
隙
も
な
く
、
平
素
は
柔
ら
か
く
ぼ
か
さ
れ
て
い
る
彼
女
の
聡
明
が
、
こ
の
と
き
急
に
鋭
い
冴
を
み
せ
た
。 
 
 
「
し
ゃ
っ
ぽ
と
い
う
妓
は
薄
命
ら
し
い
顔
を
し
て
い
る
ね
。
一
体
し
ゃ
っ
ぽ
（
帽
子
）
と
い
う
名
前
を
つ
け
る
な
ん
て
み
ず
あ
げ
し
た
奴
も
奴
だ
が
、
は
か
な
い
な
あ
」 
-17-
 
と
初
め
て
彼
女
を
見
た
と
き
芥
川
は
慨
嘆
し
た
。 
 
 
大
阪
へ
廻
っ
た
芥
川
は
、
と
ん
だ
や
で
直
木
三
十
五
に
逢
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 
 
 
直
木
は
当
時
は
ま
だ
三
十
三
と
い
っ
て
い
た
。 
 
 
震
災
後
、
大
阪
へ
落
ち
て
ゆ
き
、
プ
ラ
ト
ン
社
に
入
っ
て
、
雑
誌
「
苦
楽
」
を
編
輯
し
「
心
中
き
ら
ら
坂
」
一
篇
を
書
い
て
、
漸
く
文
名
を
知
ら
れ
か
け
て
い
た
。 
 
 
「
こ
の
直
木
や
三
十
三
と
申
す
は
男
に
て
悪
と
う
也
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
は
、
芥
川
が
熱
心
に
し
ゃ
っ
ぽ
の
噂
を
34 
 
 
金
沢
に
芥
川
君
が
来
た
の
は
大
正
十
三
年
の
五
月
も
終
り
に
近
い
頃
で
、
兼
六
公
園
の
翠
瀧
の
上
に
あ
る
三
由
庵
別
荘
に
俳
人
桂
井
未
翁
さ
ん
の
紹
介
で
案
内
し
た
が
、
老
楓
、
古
松
の
間
に
あ
る
こ
の
別
荘
は
う
す
青
い
蚊
帳
の
な
か
に
ゐ
る
や
う
な
空
気
が
書
間
も
十
二
畳
の
部
屋
を
一
杯
に
領
し
て
ゐ
た
。
35 
 
 
芥
川
君
が
金
沢
に
ゐ
た
僕
を
訪
ね
て
く
れ
た
の
は
、
大
正
十
三
年
の
五
月
だ
つ
た
。
僕
は
公
園
の
中
の
三
由
庵
の
別
荘
を
周
旋
し
た
。 
 
 
こ
の
別
荘
は
風
流
名
士
が
泊
る
の
で
、
相
当
の
手
蔓
が
な
い
と
宿
は
し
て
く
れ
な
か
つ
た
。
俳
友
未
翁
さ
ん
に
頼
ん
で
紹
介
し
て
貰
つ
た
が
、
数
丈
の
滝
の
上
に
あ
る
、
老
樹
古
幹
に
囲
ま
れ
た
こ
の
別
荘
は
、
甚
だ
し
く
芥
川
君
の
気
に
入
つ
た
ら
し
か
つ
た
。 
 
（
中
略
） 
 
 
前
田
家
歴
代
の
墓
碑
の
あ
る
野
田
山
に
芥
川
君
と
桂
井
未
翁
、
太
田
南
圃
氏
と
登
山
し
た
が
、
中
腹
で
僕
は
疲
れ
て
休
ん
だ
が
、
彼
は
元
気
だ
つ
た
。
36 
  
こ
の
よ
う
に
、
満
花
城
と
芥
川
が
会
っ
た
こ
と
の
根
拠
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
き
た
二
つ
の
文
献
に
は
野
村
満
花
城
の
名
前
さ
え
出
て
来
な
い
。 
 
こ
う
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
根
拠
は
満
花
城
の
下
記
の
回
想
37
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。 
 
 
大
正
七
年
か
ら
金
沢
に
家
居
を
構
え
た
が
、
同
十
五
年
城
端
へ
引
上
げ
る
ま
で
の
九
年
間
は
忘
れ
が
た
い
一
時
代
で
あ
っ
た
。
当
時
金
沢
に
は
北
声
会
と
い
う
有
名
な
俳
句
結
社
が
あ
り
、
こ
れ
も
故
人
と
な
っ
た
桂
井
未
翁
太
田
南
圃
、
現
在
な
お
活
躍
し
て
い
る
小
松
砂
丘
君
、
古
瀬
咲
香
朗
そ
の
他
多
士
さ
い
さ
い
の
連
中
が
い
た
も
の
で
、
句
会
も
さ
か
ん
で
あ
っ
た
。
四
高
に
は
大
谷
繞
石
、
当
時
中
学
生
の
大
河
寥
々
さ
ん
ら
も
お
り
、
室
生
犀
星
君
、
そ
れ
に
俳
句
を
よ
く
し
た
芥
川
竜
之
介
な
ど
も
訪
れ
て
き
た
。 
  
こ
こ
で
は
北
声
会
の
句
会
に
芥
川
が
訪
れ
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
満
花
城
自
身
が
芥
川
と
会
っ
た
と
書
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
の
ち
に
関
係
者
が
こ
の
記
述
を
拡
大
解
釈
し
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 
 
実
際
に
満
花
城
が
芥
川
に
会
っ
た
か
ど
う
か
は
、
満
花
城
と
犀
星
の
関
係
を
踏
ま
え
れ
ば
推
測
が
可
能
で
あ
る
。
満
花
城
と
犀
星
の
関
係
に
つ
い
て
満
花
城
の
息
子
、
野
村
登
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 
  
 
高
岡
町
在
住
の
頃
に
よ
く
来
遊
さ
れ
た
よ
う
で
す
が
、
無
論
子
供
の
小
生
に
は
記
憶
は
あ
り
ま
せ
ん
。 
 
 
犀
星
に
つ
い
て
父
は
よ
く
「
犀
星
の
句
を
直
し
た
こ
と
が
あ
る
が
や
チ
ャ
」
と
、
い
か
に
も
嬉
し
そ
う
に
し
て
い
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。
何
で
も
川
の
句
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
…
…
、
こ
れ
は
父
が
自
慢
す
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
今
や
天
下
の
文
豪
と
な
っ
た
犀
星
と
の
旧
交
を
懐
か
し
み
、
小
生
ら
子
供
の
前
で
喋
っ
た
話
で
、
ま
る
で
子
供
の
よ
う
で
す
。
38 
  
「
犀
星
の
句
を
直
し
た
こ
と
が
あ
る
」
と
よ
く
語
っ
た
こ
と
か
ら
、
満
花
城
は
著
名
人
と
の
関
わ
り
を
誇
示
し
て
い
る
と
見
ら
れ
か
ね
な
い
話
も
厭
わ
ず
に
周
囲
の
人
に
伝
え
る
人
物
で
あ
っ
た
。
も
し
芥
川
に
会
っ
た
の
で
あ
れ
ば
先
に
引
用
し
た
回
想
の
中
で
そ
の
こ
と
を
さ
ら
に
明
確
に
述
べ
て
い
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
う
い
う
記
述
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
満
花
城
は
芥
川
に
会
っ
た
こ
と
が
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。 
三
、
お
わ
り
に 
 
芥
川
の
金
沢
訪
問
は
一
回
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
二
度
来
た
よ
う
に
誤
っ
て
語
ら
れ
た
り
、
金
沢
に
滞
在
し
た
期
間
に
つ
い
て
も
誤
っ
た
説
が
流
布
さ
れ
て
い
た
り
、
俳
人
満
花
城
に
会
っ
た
と
い
う
根
拠
の
不
十
分
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
頻
繁
に
書
か
れ
た
り
し
て
い
る
。 
 
な
ぜ
金
沢
再
訪
と
い
う
誤
解
が
生
じ
た
の
か
。
相
州
金
沢
と
い
う
地
名
の
紛
ら
わ
し
さ
の
た
め
も
あ
る
が
、
芥
川
と
犀
星
の
親
友
関
係
の
印
象
が
強
い
た
め
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ほ
ど
仲
が
良
い
の
で
あ
れ
ば
金
沢
を
二
回
く
ら
い
訪
れ
て
い
て
も
不
思
議
は
な
い
、
と
い
う
形
で
誤
解
が
生
じ
た
事
情
も
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 
 
ま
た
、
芥
川
の
金
沢
訪
問
の
際
、
犀
星
と
と
も
に
満
花
城
が
案
内
役
を
務
め
た
と
い
う
、
直
接
の
証
拠
が
な
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
繰
り
返
し
語
ら
れ
て
き
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
一
つ
に
は
そ
の
地
域
の
人
物
が
著
名
人
と
関
わ
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
た
い
と
い
う
地
域
社
会
の
願
望
が
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
が
こ
こ
ま
で
広
が
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
、
一
次
資
料
に
基
づ
い
て
二
次
資
料
を
吟
味
す
る
と
い
う
研
究
の
風
土
が
根
付
い
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
地
方
に
お
け
る
顕
彰
と
研
究
の
関
係
に
つ
い
て
今
一
度
考
え
直
し
て
み
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。 
 
【
付
記
】
本
稿
は
、
近
藤
周
吾
氏
が
満
花
城
関
連
の
資
料
の
情
報
を
提
供
し
て
下
さ
っ
た
こ
と
に
多
く
を
拠
っ
て
い
る
。
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
る
。 
 
注 １ 
室
生
犀
星
『
愛
の
詩
集
』
感
情
詩
社
、
一
九
一
八
年
一
月 
２ 
芥
川
龍
之
介
、
室
生
犀
星
宛
書
簡
、
一
九
一
九
年
一
〇
月
三
日
（
引
用
は
『
芥
川
龍
之
介
全
集
』
第
一
八
巻
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
八
年
六
月
よ
り
） 
３ 
室
生
犀
星
『
第
二
愛
の
詩
集
』
文
武
堂
書
店
、
一
九
一
九
年
五
月 
４ 
影
山
恒
男
「
金
沢
」『
芥
川
龍
之
介
事
典
』
明
治
書
院
、
一
九
八
五
年
一
二
月 
５ 
三
嶋
譲
「
旅
行
」『
芥
川
龍
之
介
事
典
』
明
治
書
院
、
一
九
八
五
年
一
二
月 
６ 
「
桂
井
未
翁
」『
野
村
満
花
城
』
野
村
満
花
城
生
誕
百
年
記
念
顕
彰
会
、
一
九
八
九
年
五
月 
７ 
「
室
生
犀
星
」『
野
村
満
花
城
』
野
村
満
花
城
生
誕
百
年
記
念
顕
彰
会
、
一
九
八
九
年
五
月 
８ 
近
藤
周
吾
「
富
山
の
文
学
―
文
学
と
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
〝
両
輪
駆
動
〟
―
」『
日
本
近
代
文
学
』
二
〇
一
六
年
一
一
月 
９ 
『
芥
川
龍
之
介
全
集
』
第
一
八
巻
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
八
年
六
月 
10 
 
関
口
安
義
「
注
解
」『
芥
川
龍
之
介
全
集
』
第
一
八
巻
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
八
年
六
月 
11 
 
「
文
芸
消
息
」『
時
事
新
報
』
一
九
一
九
年
八
月
一
六
日 
12 
 
芥
川
龍
之
介
「
序
文
」『
未
翁
南
圃
句
集
』
北
声
会
、
一
九
二
五
年
一
二
月 
13 
 
影
山
恒
男
「
金
沢
」『
芥
川
龍
之
介
事
典 
増
訂
版
』
明
治
書
院
、
二
〇
〇
一
年
七
月 
14 
 
影
山
恒
男
「
金
沢
」『
芥
川
龍
之
介
事
典
』
明
治
書
院
、
一
九
八
五
年
一
二
月 
15 
 
影
山
恒
男
「
金
沢
」『
芥
川
龍
之
介
事
典 
増
訂
版
』
明
治
書
院
、
二
〇
〇
一
年
七
月 
16 
 
室
生
犀
星
「
憶
芥
川
龍
之
介
君
」『
文
芸
春
秋
』、
一
九
三
五
年
八
月 
17 
 
室
生
犀
星
「
金
沢
に
於
け
る
芥
川
龍
之
介
」『
春
陽
堂
月
報
』
一
九
二
九
年
一
〇
月 
18 
 
新
保
千
代
子
「
十 
芥
川
龍
之
介
」『
室
生
犀
星
き
き
が
き
抄
』
角
川
書
店
、
一
九
六
二
年
一
二
月 
19 
 
窪
田
美
吉
『
野
村
満
花
城 
生
誕
百
年
を
迎
え
て
』
野
村
満
花
城
生
誕
百
年
顕
彰
会
、
一
九
八
七
年
四
月 
-18-
 と
初
め
て
彼
女
を
見
た
と
き
芥
川
は
慨
嘆
し
た
。 
 
 
大
阪
へ
廻
っ
た
芥
川
は
、
と
ん
だ
や
で
直
木
三
十
五
に
逢
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 
 
 
直
木
は
当
時
は
ま
だ
三
十
三
と
い
っ
て
い
た
。 
 
 
震
災
後
、
大
阪
へ
落
ち
て
ゆ
き
、
プ
ラ
ト
ン
社
に
入
っ
て
、
雑
誌
「
苦
楽
」
を
編
輯
し
「
心
中
き
ら
ら
坂
」
一
篇
を
書
い
て
、
漸
く
文
名
を
知
ら
れ
か
け
て
い
た
。 
 
 
「
こ
の
直
木
や
三
十
三
と
申
す
は
男
に
て
悪
と
う
也
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
は
、
芥
川
が
熱
心
に
し
ゃ
っ
ぽ
の
噂
を
34 
 
 
金
沢
に
芥
川
君
が
来
た
の
は
大
正
十
三
年
の
五
月
も
終
り
に
近
い
頃
で
、
兼
六
公
園
の
翠
瀧
の
上
に
あ
る
三
由
庵
別
荘
に
俳
人
桂
井
未
翁
さ
ん
の
紹
介
で
案
内
し
た
が
、
老
楓
、
古
松
の
間
に
あ
る
こ
の
別
荘
は
う
す
青
い
蚊
帳
の
な
か
に
ゐ
る
や
う
な
空
気
が
書
間
も
十
二
畳
の
部
屋
を
一
杯
に
領
し
て
ゐ
た
。
35 
 
 
芥
川
君
が
金
沢
に
ゐ
た
僕
を
訪
ね
て
く
れ
た
の
は
、
大
正
十
三
年
の
五
月
だ
つ
た
。
僕
は
公
園
の
中
の
三
由
庵
の
別
荘
を
周
旋
し
た
。 
 
 
こ
の
別
荘
は
風
流
名
士
が
泊
る
の
で
、
相
当
の
手
蔓
が
な
い
と
宿
は
し
て
く
れ
な
か
つ
た
。
俳
友
未
翁
さ
ん
に
頼
ん
で
紹
介
し
て
貰
つ
た
が
、
数
丈
の
滝
の
上
に
あ
る
、
老
樹
古
幹
に
囲
ま
れ
た
こ
の
別
荘
は
、
甚
だ
し
く
芥
川
君
の
気
に
入
つ
た
ら
し
か
つ
た
。 
 
（
中
略
） 
 
 
前
田
家
歴
代
の
墓
碑
の
あ
る
野
田
山
に
芥
川
君
と
桂
井
未
翁
、
太
田
南
圃
氏
と
登
山
し
た
が
、
中
腹
で
僕
は
疲
れ
て
休
ん
だ
が
、
彼
は
元
気
だ
つ
た
。
36 
  
こ
の
よ
う
に
、
満
花
城
と
芥
川
が
会
っ
た
こ
と
の
根
拠
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
き
た
二
つ
の
文
献
に
は
野
村
満
花
城
の
名
前
さ
え
出
て
来
な
い
。 
 
こ
う
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
根
拠
は
満
花
城
の
下
記
の
回
想
37
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。 
 
 
大
正
七
年
か
ら
金
沢
に
家
居
を
構
え
た
が
、
同
十
五
年
城
端
へ
引
上
げ
る
ま
で
の
九
年
間
は
忘
れ
が
た
い
一
時
代
で
あ
っ
た
。
当
時
金
沢
に
は
北
声
会
と
い
う
有
名
な
俳
句
結
社
が
あ
り
、
こ
れ
も
故
人
と
な
っ
た
桂
井
未
翁
太
田
南
圃
、
現
在
な
お
活
躍
し
て
い
る
小
松
砂
丘
君
、
古
瀬
咲
香
朗
そ
の
他
多
士
さ
い
さ
い
の
連
中
が
い
た
も
の
で
、
句
会
も
さ
か
ん
で
あ
っ
た
。
四
高
に
は
大
谷
繞
石
、
当
時
中
学
生
の
大
河
寥
々
さ
ん
ら
も
お
り
、
室
生
犀
星
君
、
そ
れ
に
俳
句
を
よ
く
し
た
芥
川
竜
之
介
な
ど
も
訪
れ
て
き
た
。 
  
こ
こ
で
は
北
声
会
の
句
会
に
芥
川
が
訪
れ
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
満
花
城
自
身
が
芥
川
と
会
っ
た
と
書
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
の
ち
に
関
係
者
が
こ
の
記
述
を
拡
大
解
釈
し
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 
 
実
際
に
満
花
城
が
芥
川
に
会
っ
た
か
ど
う
か
は
、
満
花
城
と
犀
星
の
関
係
を
踏
ま
え
れ
ば
推
測
が
可
能
で
あ
る
。
満
花
城
と
犀
星
の
関
係
に
つ
い
て
満
花
城
の
息
子
、
野
村
登
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 
  
 
高
岡
町
在
住
の
頃
に
よ
く
来
遊
さ
れ
た
よ
う
で
す
が
、
無
論
子
供
の
小
生
に
は
記
憶
は
あ
り
ま
せ
ん
。 
 
 
犀
星
に
つ
い
て
父
は
よ
く
「
犀
星
の
句
を
直
し
た
こ
と
が
あ
る
が
や
チ
ャ
」
と
、
い
か
に
も
嬉
し
そ
う
に
し
て
い
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。
何
で
も
川
の
句
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
…
…
、
こ
れ
は
父
が
自
慢
す
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
今
や
天
下
の
文
豪
と
な
っ
た
犀
星
と
の
旧
交
を
懐
か
し
み
、
小
生
ら
子
供
の
前
で
喋
っ
た
話
で
、
ま
る
で
子
供
の
よ
う
で
す
。
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「
犀
星
の
句
を
直
し
た
こ
と
が
あ
る
」
と
よ
く
語
っ
た
こ
と
か
ら
、
満
花
城
は
著
名
人
と
の
関
わ
り
を
誇
示
し
て
い
る
と
見
ら
れ
か
ね
な
い
話
も
厭
わ
ず
に
周
囲
の
人
に
伝
え
る
人
物
で
あ
っ
た
。
も
し
芥
川
に
会
っ
た
の
で
あ
れ
ば
先
に
引
用
し
た
回
想
の
中
で
そ
の
こ
と
を
さ
ら
に
明
確
に
述
べ
て
い
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
う
い
う
記
述
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
満
花
城
は
芥
川
に
会
っ
た
こ
と
が
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。 
三
、
お
わ
り
に 
 
芥
川
の
金
沢
訪
問
は
一
回
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
二
度
来
た
よ
う
に
誤
っ
て
語
ら
れ
た
り
、
金
沢
に
滞
在
し
た
期
間
に
つ
い
て
も
誤
っ
た
説
が
流
布
さ
れ
て
い
た
り
、
俳
人
満
花
城
に
会
っ
た
と
い
う
根
拠
の
不
十
分
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
頻
繁
に
書
か
れ
た
り
し
て
い
る
。 
 
な
ぜ
金
沢
再
訪
と
い
う
誤
解
が
生
じ
た
の
か
。
相
州
金
沢
と
い
う
地
名
の
紛
ら
わ
し
さ
の
た
め
も
あ
る
が
、
芥
川
と
犀
星
の
親
友
関
係
の
印
象
が
強
い
た
め
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ほ
ど
仲
が
良
い
の
で
あ
れ
ば
金
沢
を
二
回
く
ら
い
訪
れ
て
い
て
も
不
思
議
は
な
い
、
と
い
う
形
で
誤
解
が
生
じ
た
事
情
も
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 
 
ま
た
、
芥
川
の
金
沢
訪
問
の
際
、
犀
星
と
と
も
に
満
花
城
が
案
内
役
を
務
め
た
と
い
う
、
直
接
の
証
拠
が
な
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
繰
り
返
し
語
ら
れ
て
き
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
一
つ
に
は
そ
の
地
域
の
人
物
が
著
名
人
と
関
わ
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
た
い
と
い
う
地
域
社
会
の
願
望
が
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
が
こ
こ
ま
で
広
が
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
、
一
次
資
料
に
基
づ
い
て
二
次
資
料
を
吟
味
す
る
と
い
う
研
究
の
風
土
が
根
付
い
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
地
方
に
お
け
る
顕
彰
と
研
究
の
関
係
に
つ
い
て
今
一
度
考
え
直
し
て
み
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。 
 
【
付
記
】
本
稿
は
、
近
藤
周
吾
氏
が
満
花
城
関
連
の
資
料
の
情
報
を
提
供
し
て
下
さ
っ
た
こ
と
に
多
く
を
拠
っ
て
い
る
。
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
る
。 
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室
生
犀
星
『
愛
の
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一
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之
介
、
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生
犀
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書
簡
、
一
九
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年
一
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月
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日
（
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用
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『
芥
川
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之
介
全
集
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第
一
八
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岩
波
書
店
、
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六
月
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介
事
典
』
明
治
書
院
、
一
九
八
五
年
一
二
月 
５ 
三
嶋
譲
「
旅
行
」『
芥
川
龍
之
介
事
典
』
明
治
書
院
、
一
九
八
五
年
一
二
月 
６ 
「
桂
井
未
翁
」『
野
村
満
花
城
』
野
村
満
花
城
生
誕
百
年
記
念
顕
彰
会
、
一
九
八
九
年
五
月 
７ 
「
室
生
犀
星
」『
野
村
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城
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年
記
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顕
彰
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近
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富
山
の
文
学
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文
学
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サ
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〝
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本
近
代
文
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介
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介
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書
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〇
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年
六
月 
11 
 
「
文
芸
消
息
」『
時
事
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年
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日 
12 
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介
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文
」『
未
翁
南
圃
句
集
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、
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九
二
五
年
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月 
13 
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「
金
沢
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芥
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之
介
事
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増
訂
版
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明
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書
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〇
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年
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月 
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「
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介
事
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書
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介
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生
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「
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之
介
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文
芸
春
秋
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一
九
三
五
年
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月 
17 
 
室
生
犀
星
「
金
沢
に
於
け
る
芥
川
龍
之
介
」『
春
陽
堂
月
報
』
一
九
二
九
年
一
〇
月 
18 
 
新
保
千
代
子
「
十 
芥
川
龍
之
介
」『
室
生
犀
星
き
き
が
き
抄
』
角
川
書
店
、
一
九
六
二
年
一
二
月 
19 
 
窪
田
美
吉
『
野
村
満
花
城 
生
誕
百
年
を
迎
え
て
』
野
村
満
花
城
生
誕
百
年
顕
彰
会
、
一
九
八
七
年
四
月 
-19-
20 
 
野
村
登
「
父
の
想
い
出
」『
野
村
満
花
城
』
野
村
満
花
城
生
誕
百
年
記
念
顕
彰
会
、
一
九
八
九
年
五
月 
21 
 
「
桂
井
未
翁
」『
野
村
満
花
城
』
野
村
満
花
城
生
誕
百
年
記
念
顕
彰
会
、
一
九
八
九
年
五
月 
22 
 
「
室
生
犀
星
」『
野
村
満
花
城
』
野
村
満
花
城
生
誕
百
年
記
念
顕
彰
会
、
一
九
八
九
年
五
月 
23 
 
「
野
村
満
花
城
年
譜
」『
野
村
満
花
城
』
野
村
満
花
城
生
誕
百
年
記
念
顕
彰
会
、
一
九
八
九
年
五
月 
24 
 
室
生
犀
星
「
日
記
」『
室
生
犀
星
全
集
』
別
巻
一
、
新
潮
社
、
一
九
六
六
年
五
月 
25 
 
室
生
犀
星
「
憶
芥
川
龍
之
介
君
」『
文
芸
春
秋
』、
一
九
三
五
年
八
月 
26 
 
室
生
犀
星
「
金
沢
に
於
け
る
芥
川
龍
之
介
」『
春
陽
堂
月
報
』、
一
九
二
九
年
一
〇
月 
27 
 
窪
田
美
吉
『
野
村
満
花
城 
生
誕
百
年
を
迎
え
て
』
野
村
満
花
城
生
誕
百
年
顕
彰
会
、
一
九
八
七
年
四
月 
28 
 
八
尾
正
治
「
地
方
文
化
の
担
い
手
」『
野
村
満
花
城
』
野
村
満
花
城
生
誕
百
年
記
念
顕
彰
会
、
一
九
八
九
年
五
月 
29 
 
野
村
登
「
父
の
想
い
出
」『
野
村
満
花
城
』
野
村
満
花
城
生
誕
百
年
記
念
顕
彰
会
、
一
九
八
九
年
五
月 
30 
 
「
室
生
犀
星
」『
野
村
満
花
城
』
野
村
満
花
城
生
誕
百
年
記
念
顕
彰
会
、
一
九
八
九
年
五
月 
31 
 
「
野
村
満
花
城
年
譜
」『
野
村
満
花
城
』
野
村
満
花
城
生
誕
百
年
記
念
顕
彰
会
、
一
九
八
九
年
五
月 
32 
 
稗
田
菫
平
「
野
村
満
花
城
」『
富
山
県
文
学
事
典
』
桂
書
房
、
一
九
九
二
年
九
月 
33 
 
近
藤
周
吾
「
富
山
の
文
学
―
文
学
と
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
〝
両
輪
駆
動
〟
―
」『
日
本
近
代
文
学
』
二
〇
一
六
年
一
一
月 
34 
 
新
保
千
代
子
『
室
生
犀
星
き
き
が
き
抄
』
角
川
書
店
、
一
九
六
二
年
一
二
月 
35 
 
室
生
犀
星
「
澄
江
堂
雑
記
」『
室
生
犀
星
全
集
』
第
一
三
巻
、
非
凡
閣
、
一
九
三
七
年
八
月
（
た
だ
し
、
初
出
は
「
憶
芥
川
龍
之
介
君
」『
文
芸
春
秋
』
一
九
三
五
年
八
月
） 
36 
 
室
生
犀
星
「
澄
江
堂
雑
記
」『
室
生
犀
星
全
集
』
第
一
三
巻
、
非
凡
閣
、
一
九
三
七
年
八
月
（
た
だ
し
、
初
出
は
「
金
沢
に
於
け
る
芥
川
龍
之
介
」『
春
陽
堂
月
報
』
一
九
二
九
年
一
〇
月
） 
37 
 
野
村
満
花
城
「
文
学
的
自
叙
伝
⑩
俳
句
は
や
は
り
一
生
の
も
の
」『
富
山
新
聞
』
一
九
五
六
年
一
〇
月
一
〇
日 
38 
 
野
村
登
「
父
の
想
い
出
」『
野
村
満
花
城
』
野
村
満
花
城
生
誕
百
年
記
念
顕
彰
会
、
一
九
八
九
年
五
月 
小
寺
菊
子
の
作
品
に
垣
間
見
る
宗
教
観 
 
 
 
―
「
他
力
信
心
の
女
」「
念
仏
の
家
」
よ
り 
水
野 
真
理
子 
一
、
は
じ
め
に 
 
小
寺
菊
子
（
一
八
七
九
―
一
九
五
七
）
は
、
大
正
の
三
閨
秀
の
一
人
と
呼
ば
れ
た
、
富
山
出
身
の
実
力
あ
る
女
流
作
家
で
あ
る
。
彼
女
は
『
青
鞜
』
の
創
刊
時
か
ら
参
加
し
、
積
極
的
に
寄
稿
し
、「
新
し
い
女
」
た
ち
の
一
人
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
、
彼
女
の
作
家
へ
の
道
は
、
自
力
で
切
り
開
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
険
し
い
も
の
で
あ
り
、
相
当
の
努
力
で
手
に
し
た
成
功
で
あ
っ
た
。 
 
概
略
的
に
そ
の
道
を
辿
っ
て
み
よ
う
１
。
尾
島
菊
子
と
し
て
の
子
供
時
代
、
一
家
の
実
権
を
握
っ
て
い
た
の
は
浄
土
真
宗
に
熱
心
で
頑
迷
な
祖
母
で
あ
っ
た
。
富
山
藩
の
氏
族
の
娘
で
遊
芸
に
関
心
の
高
い
家
庭
に
育
っ
た
菊
子
の
母
と
、
祖
母
と
の
間
に
は
争
い
が
絶
え
ず
、
陰
鬱
な
中
で
過
ご
す
少
女
時
代
で
あ
っ
た
。
祖
母
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
縁
談
か
ら
逃
れ
る
べ
く
、
ま
た
女
学
校
へ
進
学
し
た
い
と
の
夢
の
実
現
の
た
め
に
、
母
方
の
従
妹
で
十
二
歳
年
上
の
樽
井
ふ
さ
夫
妻
を
頼
っ
て
上
京
す
る
。
教
師
の
経
験
も
持
ち
、
文
学
好
き
で
漢
詩
や
和
歌
も
た
し
な
む
彼
女
か
ら
、
文
学
的
影
響
を
受
け
た
も
の
の
、
仕
送
り
さ
れ
て
い
る
菊
子
の
学
費
ま
で
、
生
活
費
に
消
え
た
。
父
の
死
去
に
よ
り
学
資
を
工
面
で
き
な
く
な
っ
た
菊
子
は
、
女
学
校
を
中
退
す
る
。
ま
た
、
ふ
さ
に
年
下
の
愛
人
が
出
来
、
夫
婦
の
生
活
が
終
わ
っ
た
た
め
に
、
菊
子
も
樽
井
家
を
出
、
自
活
の
生
活
が
始
ま
っ
た
。
会
社
の
事
務
員
や
蔵
前
の
高
等
学
校
（
現
東
京
工
業
大
学
）
の
タ
イ
ピ
ス
ト
な
ど
の
職
業
に
つ
き
な
が
ら
、
富
山
か
ら
母
と
弟
妹
を
呼
び
寄
せ
て
、
東
京
で
生
活
す
る
。
さ
ら
に
は
、
三
島
霜
川
の
紹
介
で
、
徳
田
秋
声
の
も
と
へ
弟
子
入
り
し
、
本
格
的
に
女
流
作
家
へ
の
道
を
目
指
し
て
い
っ
た
。『
少
女
界
』『
婦
人
界
』
な
ど
の
雑
誌
に
、
数
々
の
少
女
小
説
を
発
表
、
そ
し
て
、
一
九
一
一
年
、
大
阪
朝
日
新
聞
の
懸
賞
小
説
に
応
募
し
た
「
父
の
罪
」
が
二
等
と
な
り
、
三
月
か
ら
は
同
誌
に
連
載
さ
れ
、
作
家
と
し
て
の
尾
島
菊
子
の
名
が
、
文
壇
で
注
目
さ
れ
始
め
た
。 
 
 
家
族
を
養
う
た
め
も
あ
り
、
菊
子
は
、
当
時
の
女
性
作
家
と
し
て
は
珍
し
い
職
業
作
家
で
も
あ
っ
た
。
彼
女
の
女
性
と
し
て
の
自
立
心
は
、
苦
労
を
伴
っ
た
作
家
活
動
に
顕
著
に
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
、
自
立
、
独
立
的
な
生
き
方
が
、
彼
女
の
宗
教
に
対
す
る
考
え
に
も
表
れ
て
い
る
。
本
小
論
で
は
、「
他
力
信
心
の
女
」
と
「
念
仏
の
家
」
を
て
が
か
り
に
、
宗
教
、
特
に
富
山
で
盛
ん
で
あ
っ
た
浄
土
真
宗
に
対
す
る
彼
女
の
批
判
精
神
、
そ
し
て
菊
子
の
自
立
、
独
立
的
な
観
念
を
探
っ
て
み
た
い
と
思
う
。 
二
、「
他
力
信
心
の
女
」
掲
載
の
経
緯 
 
菊
子
は
翁
久
允
主
宰
の
郷
土
研
究
雑
誌
『
高
志
人
』
に
「
他
力
信
心
の
女
」
を
二
巻
二
号
（
一
九
三
七
年
二
月
）
か
ら
三
巻
四
号
（
一
九
三
八
年
四
月
）
ま
で
全
十
回
連
載
し
て
い
る
。
菊
子
と
久
允
は
、
久
允
が
東
京
朝
日
大
朝
出
版
編
集
部
長
と
し
て
『
週
刊
朝
日
』
の
編
集
を
担
当
し
て
い
た
頃
の
一
九
三
七
年
に
知
り
合
っ
た
ら
し
い
。
久
允
は
在
米
時
代
か
ら
、
女
流
作
家
菊
子
の
名
は
耳
に
し
て
お
り
、
ま
た
同
じ
郷
土
の
作
家
と
し
て
注
目
し
て
も
い
た
。
ア
メ
リ
カ
で
、
自
由
平
等
の
精
神
、
ま
た
日
本
よ
り
も
進
む
男
女
平
等
の
状
況
な
ど
を
体
感
し
て
き
た
経
験
か
ら
、
彼
は
日
本
に
戻
っ
て
、
依
然
と
し
て
、
女
性
た
ち
が
男
性
に
経
済
的
に
依
存
し
、
家
庭
に
留
ま
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
甘
ん
じ
て
い
る
こ
と
に
違
和
感
を
覚
え
て
い
た
。
さ
ら
に
は
、
男
性
作
家
た
ち
が
、
書
物
や
話
の
中
で
は
女
性
の
独
立
な
ど
を
声
高
に
訴
え
て
い
て
も
、
実
際
に
は
依
然
と
し
て
女
性
に
対
す
る
蔑
視
的
な
見
方
は
変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
に
も
気
づ
い
て
い
た
。
そ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
、
久
允
は
自
立
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